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要旨 

銀河のなかでも銀河同士が接近し衝突する系は相互作用銀河とよばれ、それらは特徴的な星形成の様子を見せる。

本研究では相互作用銀河の衝突領域を独自に定義し、星質量と星形成率のデータを用いて比較を行った。結果として

銀河の相互作用の影響で、衝突領域内外で星形成は活性化されるということが分かった。 

1.   研究の背景と目的 
 銀河進化学とは銀河がどのように進化し、これからどのように進化するかについて考える学問である。そして銀河

の進化において重要な役割を担うのが星の形成である。これまでの先行研究から星の形成が活発に行われる条件は示

唆されており、それらの条件が満たされていることから本研究では相互作用銀河の衝突領域に焦点を当てた。相互作

用銀河の衝突領域で星形成が活性化されるのではないかという仮説のもと、相互作用銀河及び非相互作用銀河での星

質量と星形成率の関係について解析・比較を行った。 

 また、研究を通して衝突領域でない部分でも星形成が活性化している場合が

見られたため(図1)、相互作用銀河の衝突領域外でも星形成率が上昇する理由

も調査することにした。そこで、銀河円盤を離れた稀薄で球状な星分布である

ハロー領域の影響を考えた。相互作用銀河の衝突領域外をハローとし、星形成

率と星質量の関係について解析・比較を行った。 

2.   研究の手法 

本研究では、銀河を空間分解して要素ごとの星形成率、星質量を観測したデータを利用した。星形成率とは単位時

間あたりに生み出された星の質量を表す値であり、単位は[M☉ y-1]である。星質量は星の重さを表す値であり、単位

は[M☉]である。これらのデータは近傍銀河観測サーベイ SDSS MaNGA[1]から提供されてい

るものを利用し、表計算処理によってグラフに出力した。銀河のサンプル数は20で、相互作

用銀河・非相互作用銀河を比較することにより相互作用の特徴を定量的に考察した。 

また、本研究では銀河の衝突領域を定義するために楕円フィッティング[2][3]を参考にした

独自の方法を採用した(図2)。相互作用銀河において、各銀河の中心から全体の星質量の80%

を占める円形領域を銀河領域とし、2銀河でそれらが重なる部分を衝突領域と定義した。こ

の方法により、銀河が衝突する領域とそれ以外とに分けることができた。 

3.   結果と議論 
はじめに、銀河半径と比星形成率(星形成率/星質量)の関係(図3)から、銀河の衝突領域で比星形成率が上昇してい

たといえ、銀河の衝突領域で星形成が活性化することが示唆された。一方、衝

突領域外の星質量・星形成率について非相互作用銀河と比較することで、衝突

領域外でも星形成が活性化していることがわかった。以上から、相互作用銀河

では衝突領域で星形成が活性化すること、加えて衝突領域外でも、相互作用の

ない場合より星形成が活性化されると考えられる。前者の星形成活性化は星間

物質の衝突に起因し、後者はハロー領域の作用によるものだと考えられる。 
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